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極東スポーツ圏から見たフィリピンと日本の交流
（1912-1941）

日本とフィリピンのスポーツ交流は1912年に始まる。翌年に
はフィリピン、中国、日本が参加して極東大会が開催され、
1920年代に日本とフィリピンは極東の覇権を目指して激戦を
繰り広げた。極東大会を通じて、極東にはスポーツの交流圏
というべきものが形成された。本報告は戦前の日本（植民地を
含む）とフィリピンのスポーツを通じた関係を数量的に把握し、
両者の関係が極東スポーツ圏のなかでいかなる位置を占め
たのか、1934年の極東大会解散後にどのような変化が生じた
のかについて、初歩的な考察を試みる。
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